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指針遵守の確認をするためのチェックリスト（医療機関ver.)

情報通信機器を用いて診療を行う遠隔地にいる医師は、事前に直接の

対面診療を行わずにオンライン診療を行うことができ、主治医等の医師

は、遠隔地にいる医師の専門的な知見・技術を活かした診療が可能。

ただし、患者の側にいる医師は、既に直接の対面診療を行っている主治
I □ 

医等である必要があり、情報通信機器を用いて診療を行う遠隔地にいる

医師は、あらかじめ、主治医等の医師より十分な情報提供を受けること。

ii診療の責任の主体は、原則として従来から診療している主治医等の医師

にあるが、情報通信機器の特性を勘案し、問題が生じた場合の責任分 I□ 1 遵守

遵守

担等についてあらかじめ協議しておく。

,9日炉置eこ^’

高度な技術を要するなど遠隔地にいる医師でないと実施が困難な ・具体的な対象疾患や患者の状態

手術等を必要とし、かつ、患者の体力面などから当該医師の下への 口 遵守 などの詳細な適用対象は、各学会

搬送・移動等が難しい患者を対象に行う。 などが作成するガイドラインに基づく。

ii情報通信機器について、手術等を実施するに当たり重大な遅延等

が生じない通信環境を整え、事前に通信環境の確認を行う。 ロ 遵守

仮に一時的に情報通信機器等に不具合があった場合等において

も、患者の側にいる主治医等の医師により手術の安全な継続が可 I□ 
能な体制を組む。

・具体的な提供体制等については、

遵守 1 各学会などが作成するガイドラインに

基づく。

希少性の高い疾患等、専門性の観点から近隣の医療機関では診

断が困難な疾患であることや遠方からでは受診するまでに長時間を，
ロ

要すること等により、患者の早期診断のニーズを満たすことが難しい

患者を対象に行う。

遵守

ii患者は主治医等の患者の状態を十分に把握している医師とともに、

遠隔地にいる医師の診療を受ける。
-

患者の側にいる主治医等の医師と遠隔地にいる医師は事前に診療

情報提供書等を通じて連携をとる。

口

口

遵守

--------・ 

遵守

医療機関は、オンライン診療に用いるシステムによって講じるべき対策

が異なることを理解し、オンライン診療を計画する際には、患者に対

してセキュリティリスクを説明し、同意を得る。 □ I 遵守
・医療機関は、システムは適宜アップ

デートされ、リスクも変わり得ることな

ど、理解を深める。
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指針遵守の確認をするためのチェックリスト（医療機関ver.)

医療機関は、オンライン診療に用いるシステムを提供する事業

者（以下「事業者」という。）による説明を受け（※）、十分 1 ロ
な情報セキュリティ対策が講じられていることを確認する。

当該確認に際して、医療機関は責任分界点について確認し、

システムの導入に当たっては、そのリスクを十分に理解する。
ロ

遵守

遵守

※システムに関する個別の説明を受け

ることのみならず、事業者が提示して

いる情報提供内容を自ら確認する

ことを含む。

iiオンライン診療の際、医療情報システムに影響を及ぼす可能性

がある（※）オンライン診療システムを使用する際は、「医療

情報安全管理関連ガイドライン」に沿った対策を併せて実施す
I □ I 遵守

る。

※例えば、電子カルテを利用する端末

で、オンライン診療に用いるシステム

を直接起動し、オンライン診療を行う

と、セキュリティ上の問題が生じた場

合、当該診療に係る患者だけでは

なく、電子カルテデータベースやそれと

連結した医事システムやレセプH乍

成用コンピュータ内のすべての患者

の情報に影響が及ぶ可能性があ

る。

汎用サービスを使用する際は、汎用サービスが医療情報システ

ムに影響を与えない設定とする。

iii医療機関は、患者に対してオンライン診療の実施に伴うセキュリ

ティリスクを説明し、オンライン診療に用いるシステムを利用する

ことについての合意を得た上で、双方が合意した旨を診療録に
I □ 

記載し、オンライン診療を実施する。

口 遵守

遵守

iv「診療計画」を作成する際、患者に対して使用するオンライン診

療システムに伴うセキュリティリスク等とその対策及び責任の所
I □ I 遵守

在について患者からの問い合わせに対応できるよう、説明文書

の準備（※）又は対応者の準備を行う。

※ウェブサイト等の患者が適切にアクセ

スできる方法による開示や、電磁的

記録による説明文書と同等の内容

のものの提供を含む。

V オンライン診療システムを用いる場合は、医療機関はOSやソフ

トウェアのアップデートについて、事業者と協議・確認した上で実

施する。 口 遵守

ァップデートができない等の個別対応が必要な場合には、事業

者からの説明、情報提供等を受け、必要な対応を実施する。

vi 医療機関は、必要に応じてセキュリティソフトをインストールす

る。
口 遵守

viiオンライン診療に用いるシステムを使用する際には、多要素認

証を用いる。

viiiオンライン診療を実施する際は、患者がいつでも医師の本人確

認及び医師の所属医療機関の確認ができるように必要な情 I□ 
報を準備する。

ixオンライン診療システムを用いる場合は、患者がいつでも医師の

本人確認ができる情報及び医療機関の問い合わせ先をオンラ I□ 

口 推奨

遵守

遵守

イン診療システム上に掲載する。
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指針遵守の確認をするためのチェックリスト（医療機関ver.)

遵守／
備考

推奨

X オンライン診療システムが後述の2)に記載されている要件を

満たしていることを確認する。
口 遵守

xi医師がいる空間において診療に関わっていない者が診察情報
•ただし、患者がいる空間に家族等や

を知覚できないようにする。また、患者がいる空間に第三者がい 遵守
オンライン診療支援者がいることを医

口
師及び患者が同意している場合を

ないことを確認する。
除く。

xii医師は、オンライン診療実施時に、意図しない第三者が当該

通信に紛れ込むような三者通信（患者が医師の説明を一緒
遵守

に聞いてもらうために、医師の同意なく第三者を呼び込む場合
口

等）や患者のなりすましが起こっていないことに留意する。

13プライバシーが保たれるように、患者側、医師側ともに録音、録
遵守

画、撮影を同意なしに行うことがないよう確認する。
口

14オンライン診療においてチャット機能を補助的に用いる場合に

は、医療機関が、セキュリティリスクとベネフィットを勘案したうえ
遵守

で、1吏用するソフトウェアやチャット機能の使用方法について患
口

者側に指示する。

・医療機関や患者から、検査結果画

15患者から提示された二次元バーコードや URL等のリンク先への 像や患者の医療清報等を画面共

アクセス及びファイルのダウンロード等はセキュリティリスクが高いた 有機能を用いて提示すること及び画

め行わない。 口 推奨 面共有機能を用いずに画面を介し

※セキュリティリスクが限定的であることを医療機関が合理的に判 て提示することは、多くの場合、相

断できる場合を除く。 対的にセキュリティリスクが低減され

ているものと考えられる。

16オンライン診療を実施する医師は、オンライン診療の研修等を
遵守

通じて、セキュリティリスクに関する情報を適宜アップデートする。
ロ

17医療機関が、オンライン診療を実施する際に、医療情報を取

得する目的で外部の PHR等の情報を取り扱うことが、医療情
遵守

報システムに影響を与えうる場合は、「医療情報安全管理関
口

連ガイドライン」に沿った対策を実施する。
----------------------------------------------------------------------------------------

他方で、医療機関が、医療情報システムに影響を与えずに当

該情報を取り扱う場合には、セキュリティリスクについて医療機 口 遵守

関と患者の間で合意を得た上で、オンライン診療を実施する。

囀 l四磁讃暉躙国距画怠越扇畔躙面峰直法韮9
躙仰惹『誤'-枷圃諷

一i 意図しない三者通信を防ぐため、医療機関から患者側につなげることを徹底し、また通信の管理者権限を患者に委譲しな 口 遵守

い。

ii 医療機関又は医療機関から委託を受けた者は、汎用サービス

のセキュリティポリシーを適宜確認し、患者の問い合わせに対応 口 遵守

できるようにする。
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